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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左眼イメージの光を第１偏光方向に発散する第１ピクセルエリメントおよび右眼イメー
ジの光を第２偏光方向に発散する第２ピクセルエリメントが交互に配置されたディスプレ
イ装置と、
　左眼フィルタおよび右眼フィルタを備えたメガネと
　を含み、
　前記メガネは、
　前記左眼イメージの光と前記右眼イメージの光とを分離するように、互いに異なる偏光
方向の光を透過させる第１および第２偏光器と、
　前記第１および第２偏光器を透過した光の屈折状態を各々調整し、ピクセルの可視位置
をシフトさせる第１および第２複屈折部と、
　前記第１および第２複屈折部の状態をスイッチングする第１および第２偏光スイッチと
、
　前記ディスプレイ装置の動作に連動して前記第１および第２偏光スイッチを制御する制
御部と
　を含むことを特徴とする立体ディスプレイシステム。
【請求項２】
　前記第１および第２複屈折部は、
　複屈折物質（ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｔ　ｍａｔｅｒｉａｌ）からなる予め設定された
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厚さの少なくとも一つの扁形並列板（ｐｌａｎｏ－ｐａｒａｌｌｅｌ　ｐｌａｔｅ）を含
むことを特徴とする請求項１に記載の立体ディスプレイシステム。
【請求項３】
　前記第１および第２複屈折部は、
　複屈折物質（ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｔ　ｍａｔｅｒｉａｌ）からなる予め設定された
角度の少なくとも一つのウェッジ（ｗｅｄｇｅ）、または、少なくとも一つのロションプ
リズム（Ｒｏｃｈｏｎ　ｐｒｉｓｍ）を含むことを特徴とする請求項１に記載の立体ディ
スプレイシステム。
【請求項４】
　前記ディスプレイ装置は、
　ディスプレイパネルと、
　予め設定された構造からなり、偏光方向を変更する偏光変形パネル（ｐｏｌａｒｉｚａ
ｔｉｏｎ　ｍｏｄｉｆｙｉｎｇ　ｐａｎａｌ）と
　を含み、
　前記偏光変形パネルは、
　リターダパターン（ｐａｔｔｅｒｎｅｄ　ｒｅｔａｒｄｅｒ）、パターン化された偏光
器（ｐａｔｔｅｒｎｅｄ　ｐｏｌａｒｉｚｅｒ）、チェッカボード構造（ｃｈｅｃｋｅｒ
　ｂｏａｒｄ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）および４５度回転されてダイヤモンド状を有するチ
ェッカボード構造のうち、いずれか一つを含むことを特徴とする請求項１に記載の立体デ
ィスプレイシステム。
【請求項５】
　互いに異なる偏光方向の光を透過させる第１および第２偏光器は、それぞれ前記左眼フ
ィルタおよび前記右眼フィルタの側に配置され、
　前記第１および第２偏光器を透過する光の偏光方向を各々調整する第１および第２偏光
スイッチは、それぞれ前記左眼フィルタおよび前記右眼フィルタの側に配置され、
　前記第１および第２偏光スイッチを透過する各光を偏光方向に応じて屈折または透過さ
せる第１および第２複屈折部は、それぞれ前記左眼フィルタおよび前記右眼フィルタの側
に配置される、ことを特徴とする請求項１に記載の立体ディスプレイシステム。
【請求項６】
　前記第１および第２偏光スイッチは、
　電気的に制御可能なリターダ（ｒｅｔａｒｄｅｒ）を各々含むことを特徴とする請求項
５に記載の立体ディスプレイシステム。
【請求項７】
　前記第１および第２偏光スイッチは、
　左眼および右眼に対して共通して使用される電気的に制御可能なリターダ（ｒｅｔａｒ
ｄｅｒ）を含むことを特徴とする請求項５に記載の立体ディスプレイシステム。
【請求項８】
　前記第１および第２偏光スイッチは、
　左眼および右眼に対して共通して使用される電気的に制御可能なリターダ（ｒｅｔａｒ
ｄｅｒ）を含み、
　前記リターダは共通電極および二つの個別電極を含むことを特徴とする請求項５に記載
の立体ディスプレイシステム。
【請求項９】
　左眼グラスおよび右眼グラスを具備したメガネを用いる立体ディスプレイシステムのデ
ィスプレイ方法において、
　左眼イメージおよび右眼イメージが交互に配置された第１フレームおよび第２フレーム
を生成し、前記左眼グラスおよび前記右眼グラスで光が屈折または透過するように、前記
左眼グラスの第１偏光器に対応する第１偏光スイッチと前記右眼グラスの第２偏光器に対
応する第２偏光スイッチとを、前記第１および第２フレームのディスプレイタイミングに
応じて制御し、前記第１フレームおよび第２フレームを順次にディスプレイするステップ



(3) JP 5852124 B2 2016.2.3

10

20

30

40

50

　を有し、前記ステップにおいて、前記第１および第２偏光器を透過した光の屈折状態を
各々調整し、ピクセルの可視位置をシフトさせながら、前記第１および第２フレームの各
々に含まれた左眼イメージの光をユーザの左眼に案内し、前記第１および第２フレームの
各々に含まれた右眼イメージの光をユーザの右眼に案内する、ディスプレイ方法。
【請求項１０】
　立体イメージを視聴するためのメガネにおいて、
　互いに異なる偏光方向の光を透過させる第１および第２偏光器と、
　前記第１および第２偏光器を透過した光の屈折状態を各々調整し、ピクセルの可視位置
をシフトさせる第１および第２複屈折部と、
　前記第１および第２複屈折部の状態をスイッチングする第１および第２偏光スイッチと
、
　ディスプレイ装置の動作に連動して前記第１および第２偏光スイッチを制御する制御部
と
　を含むメガネ。
【請求項１１】
　前記第１および第２複屈折部の各々は、
　複屈折物質（ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｔ　ｍａｔｅｒｉａｌ）からなる予め設定された
厚さの少なくとも一つの扁形並列板（ｐｌａｎｏ－ｐａｒａｌｌｅｌ　ｐｌａｔｅ）を含
むことを特徴とする請求項１０に記載のメガネ。
【請求項１２】
　前記第１および第２複屈折部の各々は、
　複屈折物質（ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｔ　ｍａｔｅｒｉａｌ）からなる予め設定された
角度のウェッジ（ｗｅｄｇｅ）、または、少なくとも一つのロションプリズム（Ｒｏｃｈ
ｏｎ　ｐｒｉｓｍ）を含むことを特徴とする請求項１０に記載のメガネ。
【請求項１３】
　前記第１および第２偏光スイッチは、
　電気的に制御可能なリターダ（ｒｅｔａｒｄｅｒ）を各々含むことを特徴とする請求項
１０に記載のメガネ。
【請求項１４】
　前記第１および第２偏光スイッチは、
　左眼および右眼に対して共通して使用される電気的に制御可能なリターダ（ｒｅｔａｒ
ｄｅｒ）を含むことを特徴とする請求項１０に記載のメガネ。
【請求項１５】
　前記第１および第２偏光スイッチは、
　左眼および右眼に対して共通して使用される電気的に制御可能なリターダ（ｒｅｔａｒ
ｄｅｒ）を含み、前記リターダは共通電極および二つの個別電極を含むことを特徴とする
請求項１０に記載のメガネ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、立体ディスプレイシステムと、そのシステムに使用されるメガネおよびその
ディスプレイ方法に関し、より詳細には、解像度を維持しつつ立体イメージをディスプレ
イできる立体ディスプレイシステムと、そのシステムに使用されるメガネおよびそのディ
スプレイ方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子技術の発達により、多様な電子機器が開発および普及されている。特に、普通の家
庭で最も多く使用されている家電製品の一つであるテレビのようなディスプレイ装置は、
ここ数年で急ピッチで発展している。
【０００３】
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　ディスプレイ装置の性能が高級化するにつれ、ディスプレイ装置でディスプレイするコ
ンテンツの種類も多様化している。特に、最近では、３Ｄコンテンツまで視聴することが
できる立体ディスプレイシステムが開発され、普及されている。
【０００４】
　立体ディスプレイシステムは、大きく、メガネをかけずに視聴可能な非メガネ式システ
ムと、メガネを着用して視聴しなければならないメガネ式システムとに分類することがで
きる。非メガネ式システムは、メガネがなくとも３Ｄイメージを視聴することができると
いう長所があるが、イメージの品質が落ち、視聴者の位置に応じて立体感が異なる等の問
題点がある。それにより、現在は、メガネ式システムが一般的に使用されている。
【０００５】
　メガネ式システムは、メガネの種類に応じて、更に、偏光方式およびシャッタグラス方
式に区分される。
【０００６】
　偏光方式とは、左眼グラスの偏光方向と右眼グラスの偏光方向とを互いに異なるように
実現し、左眼イメージおよび右眼イメージの偏光方向も互いに異なるように実現し、左眼
イメージは左眼グラスを通じてユーザの左眼に認識され、右眼イメージは右眼グラスを通
じてユーザの右眼に認識されるようにする方式である。ユーザは、左眼イメージおよび右
眼イメージの間のディスパリティによって立体感を感じることができるようになる。
【０００７】
　図１は、従来の偏光方式のシステムの構成および動作を説明するための図である。図１
に示すように、イメージパネル１１は、行および列方向に並んでいる複数のセルで構成さ
れる。イメージパネル１１は、左眼イメージおよび右眼イメージが組み合わせられた一つ
のフレームを出力する。イメージパネル１１の各セルは、フレーム内の各ピクセルを表示
する、イメージパネルの奇数列１２は、第１方向（図１の場合、垂直方向）に偏光された
光を出力し、偶数列１３は、第２方向（図１の場合、水平方向）に偏光された光を出力す
る。奇数列には左眼イメージが表示され、偶数列には右眼イメージが表示される。
【０００８】
　視聴者は、水平方向に偏光された光および垂直方向に偏光された光を各々透過させる複
数のフィルタ１４、１５を含むメガネを着用しなければならない。それにより、左眼には
垂直偏光された奇数列のイメージ、すなわち左眼イメージが認識され、右眼には水平偏光
された偶数列のイメージ、すなわち右眼イメージが認識される。それにより、左眼イメー
ジおよび右眼イメージ間のディスパリティによって立体感を感じられるようになる。
【０００９】
　しかし、図１の偏光方式では、左眼イメージの半分および右眼イメージの半分が、ユー
ザに認識される。よって、解像度が半分に低下するため、画質が落ちるという問題点があ
る。
【００１０】
　一方、シャッタグラス方式とは、左眼イメージおよび右眼イメージを交互に出力しなが
ら、その出力タイミングに同期させ、メガネの左眼グラスおよび右眼グラスを交互にター
ンオンさせる方式である。
【００１１】
　図２は、シャッタグラス方式の立体ディスプレイシステムの構成を示す図である。図２
に示すように、ディスプレイパネル２１は、左眼イメージおよび右眼イメージを交互にデ
ィスプレイする。そして、送信機２８を用いて同期信号を出力する。
【００１２】
　ユーザは、左眼グラスおよび右眼グラスを含むメガネを着用し、ディスプレイパネル２
１を視聴しなければならない。左眼グラスには左眼フィルタ２２が具備され、右眼グラス
には右眼フィルタ２３が具備される。
【００１３】
　左眼フィルタ２２および右眼フィルタ２３は、各々二つの偏光器２５、２６と、偏光ス
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イッチ２４、２９を含む。偏光スイッチ２４、２９は液晶のようなセルを含んでよい。
【００１４】
　メガネに具備された制御部２７は、送信機２８から出力される同期信号に応じて左眼フ
ィルタおよび右眼フィルタを制御する。具体的には、制御部２７は、偏光スイッチ２４、
２９に電気信号を印加して左眼フィルタ２２および右眼フィルタ２３の偏光状態を選択的
にスイッチングすることができる。すなわち、制御部２７は、左眼イメージが表示される
際は、左眼グラスをオープンさせて右眼グラスは遮断し、右眼イメージが表示される際は
、右眼グラスをオープンさせて左眼グラスは遮断させる。それにより、ユーザの左眼には
左眼イメージが認識され、右眼には右眼イメージが認識され、立体感を感じることができ
るようになる。
【００１５】
　しかし、シャッタグラス方式の立体ディスプレイシステムは、遅い応答速度およびイメ
ージリフレッシュ等によって、干渉を生じるおそれがあるという問題点があった。それに
より、右眼イメージの一部が左眼にも認識され、左眼イメージの一部が右眼にも認識され
、ユーザが眩暈を感じる可能性があるという問題点があった。
【００１６】
　それにより、干渉を軽減しつつ、原解像度を維持することができる方法に対する工夫が
必要になった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、イメージ間の干渉が少なく、フル解像度の３Ｄイメージを視聴できるディスプレイシ
ステムと、そのシステムに使用されるメガネおよびそのディスプレイ方法を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　以上のような目的を達成するための本発明の一実施形態に係る立体ディスプレイシステ
ムは、左眼イメージの光を第１偏光方向に発散する第１ピクセルエリメントおよび右眼イ
メージの光を第２偏光方向に発散する第２ピクセルエリメントが交互に配置されたディス
プレイ装置と、左眼フィルタおよび右眼フィルタを備えたメガネとを含む。
【００１９】
　前記メガネは、前記左眼イメージの光と前記右眼イメージの光とを分離させる偏光器と
、光の偏光方向をスイッチングする偏光スイッチと、前記偏光スイッチによってスイッチ
ングされた光の偏光状態に応じて、ピクセルの可視位置をシフトさせる複屈折部と、前記
ディスプレイ装置の動作に連動して前記偏光スイッチを制御する制御部とを含む。
【００２０】
　ここで、前記複屈折部は、複屈折物質（ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｔ　ｍａｔｅｒｉａｌ
）からなる予め設定された厚さの少なくとも一つの扁形並列板（ｐｌａｎｏ－ｐａｒａｌ
ｌｅｌ　ｐｌａｔｅ）を含んでよい。
【００２１】
　または、前記複屈折部は、複屈折物質（ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｔ　ｍａｔｅｒｉａｌ
）からなる予め設定された角度のウェッジ（ｗｅｄｇｅ）を含んでよい。
【００２２】
　または、前記複屈折部は、一つ以上の工学ウェッジの組み合わせを含み、前記組み合わ
せのうち少なくとも一つの光学ウェッジは、複屈折物質（ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｔ　ｍ
ａｔｅｒｉａｌ）からなってよい。
【００２３】
　なお、前記複屈折部は、少なくとも一つのロションプリズム（Ｒｏｃｈｏｎ　ｐｒｉｓ
ｍ）を含んでよい。
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【００２４】
　一方、前記ディスプレイ装置は、ディスプレイパネルと、予め設定された構造からなり
、偏光方向を変更する偏光変形パネル（ｐｏｌａｒｉｚａｔｉｏｎ　ｍｏｄｉｆｙｉｎｇ
　ｐａｎａｌ）とを含んでよい。
【００２５】
　ここで、前記偏光変形パネルは、リターダパターン（ｐａｔｔｅｒｎｅｄ　ｒｅｔａｒ
ｄｅｒ）を含んでよい。
【００２６】
　または、前記偏光変形パネルは、パターン化された偏光器（ｐａｔｔｅｒｎｅｄ　ｐｏ
ｌａｒｉｚｅｒ）を含んでよい。
【００２７】
　または、前記偏光変形パネルは、水平方向に伸長されたラインが均一に分布される構造
を有してよい。
【００２８】
　または、前記偏光変形パネルは、垂直方向に伸長されたラインが均一に分布される構造
を有してよい。
【００２９】
　または、前記偏光変形パネルは、チェッカボード構造（ｃｈｅｃｋｅｒ　ｂｏａｒｄ　
ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）を有してよい。
【００３０】
　または、前記偏光変形パネルは、４５度回転されてダイヤモンド状を有するチェッカボ
ード構造を有してよい。
【００３１】
　一方、前記ディスプレイパネルは、ブラックフレーム挿入動作を行ってよい。
【００３２】
　または、前記ディスプレイパネルは、バックライトスキャニング動作を行ってよい。
【００３３】
　そして、前記偏光器は、前記左眼フィルタおよび前記右眼フィルタに各々具備され、互
いに異なる偏光方向の光を透過させる第１および第２偏光器を含み、前記偏光スイッチは
、前記左眼フィルタおよび前記右眼フィルタに各々具備され、前記第１および第２偏光器
を透過する光の偏光方向を各々調整する第１および第２偏光スイッチを含み、前記複屈折
部は、前記左眼フィルタおよび前記右眼フィルタに各々具備され、前記第１および第２偏
光スイッチを透過する各光を偏光方向に応じて屈折または透過させる第１および第２複屈
折部を含んでよい。
【００３４】
　前記第１および第２偏光スイッチは、電気的に制御可能なリターダ（ｒｅｔａｒｄｅｒ
）を各々含んでよい。
【００３５】
　または、前記第１および第２偏光スイッチは、左眼および右眼に対して共通して使用さ
れる電気的に制御可能なリターダ（ｒｅｔａｒｄｅｒ）を含み、前記リターダは共通電極
および二つの個別電極を含んでよい。
【００３６】
　または、前記第１および第２偏光スイッチは、電気的に制御可能な液晶セル（ｌｉｑｕ
ｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｃｅｌｌｓ）を各々含んでよい。
【００３７】
　左眼グラスおよび右眼グラスを具備したメガネを用いる立体ディスプレイシステムのデ
ィスプレイ方法において、左眼イメージおよび右眼イメージが交互に配置された第１フレ
ームおよび第２フレームを生成し、順次にディスプレイするステップと、前記左眼グラス
および前記右眼グラスで光が屈折または透過するように前記メガネの偏光スイッチを前記
第１および第２フレームのディスプレイタイミングに応じて制御し、前記第１および第２



(7) JP 5852124 B2 2016.2.3

10

20

30

40

50

フレームの各々に含まれた左眼イメージの光をユーザの左眼に認識させ、前記第１および
第２フレームの各々に含まれた右眼イメージの光をユーザの右眼に認識させるステップと
を含む。
【００３８】
　一方、本発明の一実施形態によると、立体イメージを視聴するためのメガネは、互いに
異なる偏光方向の光を透過させる第１および第２偏光器と、前記第１および第２偏光器を
透過した光の屈折状態を各々調整し、ピクセルの可視位置をシフトさせる第１および第２
複屈折部と、前記第１および第２複屈折部の状態をスイッチングする第１および第２偏光
スイッチと、ディスプレイ装置の動作に連動して前記第１および第２偏光スイッチを制御
する制御部とを含む。
【００３９】
　ここで、前記第１および第２複屈折部の各々は、複屈折物質（ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎ
ｔ　ｍａｔｅｒｉａｌ）からなる予め設定された厚さの少なくとも一つの扁形並列板（ｐ
ｌａｎｏ－ｐａｒａｌｌｅｌ　ｐｌａｔｅ）を含んでよい。
【００４０】
　または、前記第１および第２複屈折部の各々は、複屈折物質（ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎ
ｔ　ｍａｔｅｒｉａｌ）からなる予め設定された角度のウェッジ（ｗｅｄｇｅ）を含んで
よい。
【００４１】
　または、前記第１および第２複屈折部の各々は、少なくとも一つのロションプリズム（
Ｒｏｃｈｏｎ　ｐｒｉｓｍ）を含んでよい。
【００４２】
　一方、前記第１および第２偏光スイッチは、電気的に制御可能なリターダ（ｒｅｔａｒ
ｄｅｒ）を各々含んでよい。
【００４３】
　または、前記第１および第２偏光スイッチは、左眼および右眼に対して共通して使用さ
れる電気的に制御可能なリターダ（ｒｅｔａｒｄｅｒ）を含み、前記リターダは共通電極
および二つの個別電極を含んでよい。
【００４４】
　または、前記第１および第２偏光スイッチは、電気的に制御可能な液晶セル（ｌｉｑｕ
ｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｃｅｌｌｓ）を各々含んでよい。
【発明の効果】
【００４５】
　以上説明したように、本発明によれば、イメージ間の干渉を軽減し、３Ｄイメージの解
像度を元の状態に維持して視聴することができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】従来技術に係る立体ディスプレイシステムの構成および動作を説明するための図
である。
【図２】従来技術に係る立体ディスプレイシステムの構成および動作を説明するための図
である。
【図３】本発明の一実施形態に係る立体ディスプレイシステムの構成および動作を説明す
るための図である。
【図４】複屈折部の動作を説明するための図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る立体ディスプレイシステムのディスプレイパターンを
説明するための図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る立体ディスプレイシステムにおけるフレーム構成方法
を説明するための図である。
【図７】ユーザに認識されるイメージの形態を説明するための図である。
【図８】本発明の一実施形態に係る立体ディスプレイシステムの細部構成を説明するため
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の図である。
【図９】本発明の一実施形態に係る立体ディスプレイシステムの細部構成を説明するため
の図である。
【図１０】左眼フィルタの動作を説明するための図である。
【図１１】右眼フィルタの動作を説明するための図である。
【図１２】多様な構造の偏光スイッチが適用されたメガネを示す図である。
【図１３】多様な構造の偏光スイッチが適用されたメガネを示す図である。
【図１４】多様な構造の偏光スイッチが適用されたメガネを示す図である。
【図１５】偏光パターンの多様な例を示す図である。
【図１６】偏光パターンの多様な例を示す図である。
【図１７】偏光パターンの多様な例を示す図である。
【図１８】偏光パターンの多様な例を示す図である。
【図１９】水平および斜線イメージシフトのためのメガネ要素の配列例を示す図である。
【図２０】水平および斜線イメージシフトのためのメガネ要素の配列例を示す図である。
【図２１】複屈折部の多様な構成例を示す図である。
【図２２】複屈折部の多様な構成例を示す図である。
【図２３】複屈折部の多様な構成例を示す図である。
【図２４】複屈折部の多様な構成例を示す図である。
【図２５】複屈折部の多様な構成例を示す図である。
【図２６】角度形複屈折要素を具備したメガネの動作を説明するための図である。
【図２７】複屈折プリズムを利用する複屈折部の動作を示す図である。
【図２８】複屈折プリズムを利用する複屈折部の動作を示す図である。
【図２９】制御可能な屈折角を有する複屈折部の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４７】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。
【００４８】
　図３は、本発明の一実施形態に係る立体ディスプレイシステムの構成を示す図である。
同図によると、立体ディスプレイシステムは、ディスプレイ装置１００およびメガネ２０
０を含む。
【００４９】
　ディスプレイ装置１００は、イメージパネル１０１および信号送信機１１１を含む。デ
ィスプレイ装置１００は、テレビやモニタ、ノートパソコン、タブレットパソコン、携帯
電話、デジタルフォトフレーム、電子書籍等のように、多様な装置であってよい。
【００５０】
　イメージパネル１０１は、水平方向に伸長された２種のピクチャエリメント１０２、１
０３を含む。図３において、両ピクチャエリメント１０２、１０３は、互いに異なるハッ
チングで表現されている。両ピクチャエリメント１０２、１０３は、光を互いに直交する
偏光方向に発散する。本明細書では、第１偏光方向および第２偏光方向と称する。図３で
は、両ピクチャエリメント１０２、１０３が垂直の方向に交互に配置された状態を示して
いるが、それは一例に過ぎず、別の形態で実現されてよい。仮に、両ピクチャエリメント
１０２、１０３は、垂直方向に伸長された形態で実現されてよく、この場合には、水平の
方向に交互に配置される。
【００５１】
　両ピクチャエリメント１０２、１０３では、互いに異なるタイプの映像を出力する。す
なわち、奇数ラインのピクチャエリメント１０２が左眼イメージを出力するとしたら、偶
数ラインのピクチャエリメント１０３は右眼イメージを出力する。その反対の状態も可能
である。
【００５２】
　ピクチャエリメント１０２、１０３は、偏光結晶層により覆われたＬＣＤ、ＦＥＤ、Ｏ
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ＬＥＤパネルピクセルの列からなってよい。偏光結晶層とは、パターン化された偏光器（
ｐａｔｔｅｒｎｅｄ　ｐｏｌａｒｉｚｅｒ）またはパターン化された遅延板（ｒｅｔａｒ
ｄａｔｉｏｎ　ｐｌａｔｅ）またはフィルム（ｆｉｌｍ）で実現されてよい。偏光結晶層
は、線形構造のパターンで構成され、両ピクチャエリメント１０２、１０３から発散され
る光が互いに異なる偏光方向を有するようにする。すなわち、イメージパネル１０１で元
々出力されるイメージは、非偏光（ｕｎｐｏｌａｒｉｚｅｄ）状態か、線形的に偏光され
た状態であってよいが、偏光結晶層を通過しつつ互いに直交する二つの偏光方向、すなわ
ち、第１および第２偏光方向を有するようになる。第１および第２偏光方向は、垂直およ
び垂直方向、または、４５度および１３５度方向に互いに直交する線形偏光であってよく
、左円（ｌｅｆｔ－ｃｉｒｃｕｌａｒ）方向および右円（ｒｉｇｈｔ－ｃｉｒｃｕｌａｒ
）方向のような円偏光（ｃｉｒｃｕｌａｒ　ｐｏｌａｒｉｚａｔｉｏｎ）であってよい。
偏光結晶層の構造については、詳細に後述する。
【００５３】
　信号送信機１１１は、イメージパネル１０１のディスプレイタイミングとメガネ２００
の動作タイミングとを同期化させるための同期信号を出力する。同期信号は、赤外線信号
で実現されてよい。図３では、信号送信機１１１が具備された状態を示しているが、同期
信号は、その他にケーブルラインを通じてメガネ２００に伝達されてよい。
【００５４】
　ユーザは、イメージパネル１０１に表示されるイメージを立体的に視聴するために、メ
ガネ２００を着用しなければならない。メガネ２００は、左眼グラスおよび右眼グラスを
含む。左眼グラスには左眼フィルタが設けられ、右眼グラスには右眼フィルタが設けられ
る。
【００５５】
　図３によると、左眼フィルタ内には第１偏光器１０５と、第１偏光スイッチ１０７およ
び第１複屈折部１０９が含まれ、右眼フィルタ内には第２偏光器１０４と、第２偏光スイ
ッチ１０６および第２複屈折部１０８が含まれた状態を示している。
【００５６】
　第１偏光器１０５および第２偏光器１０４は、線形偏光または円偏光の光が入射される
と、当該偏光器に対応する偏光方向の光のみを透過させる。第１偏光器１０５および第２
偏光器１０４は、線形偏光器または円偏光器で実現されてよい。第１偏光器１０５および
第２偏光器１０４を透過した光は、線形偏光状態となる。それにより、ユーザの左眼は二
つのピクチャエリメントのうち、いずれか一方のみを視聴することができ、ユーザの右眼
は他方のみを視聴することができるようになる。
【００５７】
　第１および第２偏光スイッチ１０７、１０６は、光リターダンス（ｏｐｔｉｃａｌ　ｒ
ｅｔａｒｄａｎｃｅ）を電気的に制御することができる。すなわち、第１および第２偏光
スイッチ１０７、１０６に入射される光が一定の偏光方向を有するとしても、第１および
第２偏光スイッチ１０７、１０６のスイッチング動作によって第１偏光方向または第２偏
光方向を有するようになる。第１および第２偏光スイッチ１０７、１０６の構造について
は、詳細に後述する。
【００５８】
　第１および第２偏光スイッチ１０７、１０６を透過する光は、第１および第２複屈折部
１０９、１０８に入射される。第１および第２複屈折部１０９、１０８は、入射される光
に偏光方向に沿って、そのまま、または、屈折させて出力する。
【００５９】
　第１および第２複屈折部１０９、１０８において光が屈折されると、ピクセルの可視位
置がシフトされる。第１および第２複屈折部１０９、１０８は、光を線形的にシフトさせ
ることもでき、一定の角度でシフトさせることもできる。このようなシフトは、一定間隔
だけ離隔したり、水平、垂直または一定角度で傾いた平面に沿って行われてよい。本発明
の多様な実施形態によると、第１および第２複屈折部１０９、１０８は、方解石（ｃａｌ
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ｃｉｔｅ）、リチウムニオブ酸塩（ａ　Ｌｉｔｈｉｕｍ　Ｎｉｏｂａｔｅ）、ＹＶＯ４（
Ｙｔｔｒｉｕｍ　ｏｒｔｈｏ－ｖａｎａｄａｔｅ）等のような複屈折物質からなる扁形並
列板（ｐｌａｎｏ－ｐａｒａｌｌｅｌ　ｐｌａｔｅ）で実現されてよい。このような板は
、分離されて複屈折物質の正常光（ｏｒｄｉｎａｒｙ　ｒａｙ）によって第１線形偏光が
構成され、異常光（ｅｘｔｒａｏｒｄｉｎａｒｙ　ｒａｙ）によって第２線形偏光が構成
されるように配置されてよい。それと類似するような属性の複屈折板は、“光ディスプレ
ーサ（ｂｅａｍ　ｄｉｓｐｌａｃｅｒ）”という名称で使われてよい。正常光は、等方性
光学板（ｉｓｏｔｒｏｐｉｃ　ｏｐｔｉｃａｌ　ｐｌａｔｅ）を透過した方向そのまま複
屈折板を透過するようになる。逆に、異常光は、平行してシフトされて透過するようにな
る。複屈折板は、正常光および異常光の間のシフトが両ピクセルエリメントの間の距離（
ピッチ（ｐｉｔｃｈ））と同様になるように設計されてよい。ピクセルエリメントの可視
位置は、各ピクセルエリメントで走査される光の偏光方向に沿って一つのラインピッチ分
だけシフトされたり、アンシフト（ｕｎｓｈｉｆｔ）されてよい。
【００６０】
　図４は、第１複屈折部に入射される光の屈折状態を示す。図４によると、第１偏光方向
を有する光（│マークが付された実線）は第１複屈折部１０９を通過する際に屈折され、
第１偏光方向を有する光は光とｙだけ離隔している平行光で出力される。第２偏光方向を
有する光（●マークが付された実線）は第１複屈折部１０９をそのまま通過する。
【００６１】
　第１および第２偏光スイッチ１０７、１０６で偏光方向を変更することにより、その裏
側に配置された第１および第２複屈折部１０９、１０８を透過する光が、そのまま、また
は、屈折して出力される。それにより、ディスプレイ装置１００でディスプレイされてい
るイメージのピクセルに対して、ユーザが視聴できるピクセルの可視位置が変更される。
【００６２】
　制御部１１０は、ディスプレイ装置１００の信号送信機１１１から送信される同期信号
に合わせて、第１および第２偏光スイッチ１０７、１０６を制御し、左眼イメージは常に
左眼に認識されるようにし、右眼イメージは常に右眼に認識されるようにする。
【００６３】
　図４においては、屈折している光が平行光で出力されるものとして示しているが、複屈
折部の材質および構成に応じて、屈折された光はそのまま透過する光と、一定の角度で出
力されてよい。
【００６４】
　図５は、本発明の一実施形態に係るディスプレイ装置１００のフレーム構成方法を説明
するための図である。
【００６５】
　フル解像度の立体イメージを提供するために、ディスプレイ装置１００は左眼イメージ
および右眼イメージを組み合わせて複数の順次のフレームを構成して出力する。
【００６６】
　図５に示す実施形態では、ディスプレイ装置１００は左眼イメージの偶数ラインおよび
右眼イメージの偶数ラインを組み合わせて第１フレームを構成し、左眼イメージの奇数ラ
インおよび右眼イメージの奇数ラインを組み合わせて第２フレームを構成する。
【００６７】
　ディスプレイ装置１００は、第１フレームおよび第２フレームを順次にディスプレイす
る。
【００６８】
　視聴者は、ディスプレイパネル１０１から発散される奇数ラインおよび偶数ラインから
各々発散される互いに異なる偏光方向の光を、メガネ２００に具備された左眼グラスおよ
び右眼グラスを通じて視聴する。
【００６９】
　第１フレームがディスプレイされる間、制御部１１０は光の偏光方向が偏光されないよ
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うに、第１および第２偏光スイッチに駆動信号を印加する。第１および第２複屈折部１０
９、１０８は、第１偏光方向の光は屈折させてピクセルの可視位置をシフトさせ、第２偏
光方向の光はそのまま透過させる。
【００７０】
　よって、第１フレームがディスプレイされる期間の間、右眼イメージが表示されるライ
ンは１ライン下の位置にシフトされて右眼に認識され、左眼イメージが表示されるライン
は、その位置にそのまま左眼に認識されるため、垂直方向のディスパリティがなくなる。
【００７１】
　一方、仮に、左眼および右眼が対応する左眼イメージおよび右眼イメージの奇数ライン
のみを視聴するようになると、図５の上図に示すように、フレームが構成された際は、視
聴するイメージがなくなる。よって、一つのフレーム内において、左眼イメージおよび右
眼イメージのいずれか一方を上側のラインに配置したり、下側のラインに配置し、フレー
ムを適切に構成しなければならない。
【００７２】
　第１フレームがディスプレイされてから第２フレームがディスプレイされる期間の間、
制御部１１０は、第１および第２偏光スイッチ１０７、１０６に供給されていた駆動信号
を遮断して透過される光の偏光方向を垂直の方向に変形させる。偏光方向が変更されるこ
とにより、第１複屈折部１０９は光を屈折させるようになり、第２複屈折部１０８は光を
そのまま透過するようになる。それにより、左眼では上側のラインの左眼イメージを認識
するようになり、右眼では原位置の右眼イメージを認識するようになる。
【００７３】
　このように、右眼フィルタに具備された第２複屈折部１０８は、光が下方に屈折される
ように実現され、左眼フィルタに具備された第１複屈折部１０９は、光が上方に屈折され
るように、メガネ２００を設計することができる。
【００７４】
　結果的に、垂直方向のディスパリティなしに、第１フレームから除外された残りの左眼
イメージ部分および右眼イメージ部分を視聴することができるようになる。それにより、
フル解像度をそのまま維持しつつ立体感を感じることができる。
【００７５】
　図６は、図１および図２フレームの構成方法を説明するための図である。
【００７６】
　同図によると、左眼イメージのラインを１、２、３、…、２Ｎに区分し、右眼イメージ
のラインを１’、２’、３’、…、２Ｎ’に区分する。
【００７７】
　第１フレームの奇数ラインには右眼イメージの奇数ライン（２’、４’、６’、…、２
Ｎ’）が配置され、第１フレームの偶数ラインには左眼イメージの偶数ライン（２、４、
６、…、２Ｎ）が配置される。
【００７８】
　第２フレームの奇数ラインには右眼イメージの奇数ライン（１’、３’、５’、…、２
Ｎ－１’）が配置され、第２フレームの偶数ラインには左眼イメージの奇数ライン（１、
３、５、…、２Ｎ－１）が配置される。それにより、第１フレームおよび第２フレームは
、各々左眼イメージおよび右眼イメージが交互に配置された形状となる。
【００７９】
　制御部１１０は、第１および第２フレームがディスプレイされるタイミングに同期し、
第１および第２偏光スイッチ１０７、１０６を制御する。ディスプレイパネル１０１の奇
数ラインに該当するピクチャエリメント１０２から発散される光が第１偏光方向を有する
としたら、第１偏光スイッチ１０７が駆動されると、第１偏光スイッチ１０７によって第
２偏光方向の光に変換される。第１複屈折部１０９では、第２偏光方向の光はそのまま透
過させる。よって、左眼には第１フレームの偶数ラインに該当する左眼イメージの偶数ラ
イン（２、４、６、…、２Ｎ）が認識される。
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【００８０】
　一方、ディスプレイパネル１０１の偶数ラインに該当するピクチャエリメント１０３か
ら発散される光が第２偏光方向を有するとしたら、第２偏光スイッチ１０６が駆動される
と、第２偏光スイッチ１０６によって第１偏光方向の光に変換される。第２複屈折部１０
８では、第１偏光方向の光を下のラインに屈折させる。それにより、右眼にはディスプレ
イパネル１０１の奇数ラインに表示されていた右眼イメージの偶数ライン（２’、４’、
６’、…、２Ｎ’）が偶数ライン位置で認識される。
【００８１】
　第２フレームの場合には、逆に、第１複屈折部１０９で屈折が行われ、第２複屈折部１
０８ではそのまま光が透過される。それにより、左眼には左眼イメージの奇数ラインがシ
フトされて奇数ライン位置で認識され、右眼には右眼イメージの偶数ラインがそのまま原
位置で認識される。
【００８２】
　図７は、図６のように組み合わせられた第１および第２フレームをディスプレイした際
、ユーザの左眼および右眼に認識されるイメージの形態を説明するための図である。
【００８３】
　同図によると、第１フレームがディスプレイされる際、第１フレームの偶数ラインから
発散される光は第１複屈折部１０９でそのまま透過されるため、左眼イメージの偶数ライ
ンは原位置そのまま認識される。一方、第１フレームの奇数ラインから発散される光は第
２複屈折部１０８で屈折され、下側のラインに可視位置がシフトされる。それにより、第
１フレームの奇数ラインは、右眼では偶数ラインに位置すると認識される。
【００８４】
　第２フレームがディスプレイされる際には、第２フレームの偶数ラインから発散される
光は第１複屈折部１０９で屈折され、上側のラインに可視位置がシフトされる。それによ
り、第２フレームの偶数ラインは左眼で奇数ラインで認識される。逆に、第２フレームの
奇数ラインから発散される光は、第２複屈折部１０８でそのまま透過される。よって、第
２フレームの奇数ラインは右眼にそのまま認識される。
【００８５】
　それにより、第１および第２フレームが順次に表示される間、ユーザの左眼には左眼イ
メージの偶数ラインと奇数ラインとが順次に認識され、ユーザの右眼には右眼イメージの
偶数ラインと奇数ラインとが順次に認識される。それにより、フル解像度が維持された状
態で、左眼イメージおよび右眼イメージを視聴することができるようになる。
【００８６】
　以上のように、本発明の実施形態によると、左眼イメージおよび右眼イメージは異なる
ピクセルセットによってディスプレイされる。それは、ピクセル応答時間がＬＣＤディス
プレイでのように、十分に短くないと、立体干渉（ｓｔｅｒｅｏｓｃｏｐｉｃ　ｃｒｏｓ
ｓｔａｌｋ）を引き起こす左眼および右眼イメージの間のピクセルスイッチングがないこ
とを意味する。すなわち、上述の実施形態によると、左眼イメージおよび右眼イメージ間
の干渉を防止することができるようになる。
【００８７】
　干渉が防止される代わりに、イメージの微細な部分でコントラストが減少することがで
き、ブラー（Ｂｌｕｒ）が生じる可能性がある。左眼および右眼イメージ間の干渉は、奇
数ラインおよび偶数ライン間の干渉で表してよい。しかし、このようなブラーは、ユーザ
の肉眼ではうまく識別することができる。
【００８８】
　なお、イメージの細部領域から発生するコントラストの減少問題は、ディスプレイ装置
１００でブラックフレームを挿入する動作を行って解消することができる。すなわち、デ
ィスプレイ装置１００は、一定個数のフレーム単位でブラックフレームを一回ずつ出力す
ることができる。
【００８９】
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　または、ディスプレイ装置１００は、バックライトをディスプレイパネル全面にスキャ
ニングし、ブリンキング（ｂｌｉｎｋｉｎｇ）するバックライトスキャニング動作を行う
こともできる。それにより、コントラストの減少が生じないようにすることができる。
【００９０】
　以上のように、二つのフレームを構成する場合なら、ディスプレイ装置１００は、出力
周波数を原出力周波数より２倍に早める。例えば、原出力周波数が６０ＭＨｚであれば、
１２０Ｈｚ周波数によって８.３３ｍｓ周期に、第１および第２フレームを連続出力する
。このような周波数は一例に過ぎないため、実施形態に応じて、異なるように設定されて
よい。すなわち、ＰＡＬ規格によってテレビシステムの場合、従来のＣＲＴテレビと類似
するように、フレーム周波数を５０Ｍｚに減少させ、イメージラインのフリッカ減少を防
止することもできる。
【００９１】
　図８は、ディスプレイパネル１０１の構成の一例を示す。具体的には、ＬＣＤを利用す
るディスプレイパネル１０１の構成を示す。
【００９２】
　同図によると、ディスプレイパネル１０１は、バックライト４１と、偏光器４２と、Ｌ
ＣＤパネル基板４３、液晶セル層（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｃｅｌｌｓ　ｌａｙ
ｅｒ）４４と、リターダパターン層４５およびリターダ基板４６を含む。
【００９３】
　リターダパターン層４５およびリターダ基板４６は、上述の偏光結晶層に該当する。
【００９４】
　バックライト４１から提供される光は、液晶セル層４４を透過しつつ、イメージを盛り
込むようになり、リターダパターン層４５およびリターダ基板４６を透過しつつ、第１偏
光方向の光（│マークが付された実線）および第２偏光方向の光（●マークが付された実
線）で区分される。第１偏光方向の光は、ディスプレイパネルの奇数ラインのピクチャエ
リメント１０２と、第２偏光方向の光は、ディスプレイパネルの偶数ラインのピクチャエ
リメント１０３を通じて発散される。
【００９５】
　図８においては、リターダパターンが使用されているが、パターン化された偏光器（ｐ
ａｔｔｅｒｎｅｄ　ｐｏｌａｒｉｚｅｒ）が適用され、両ピクチャエリメント１０２、１
０３において、偏光方向を異なるように作ることもできる。本明細書において、偏光結晶
層は、他には偏光変形パネル（ｐｏｌａｒｉｚａｔｉｏｎ　ｍｏｄｉｆｙｉｎｇ　ｐａｎ
ａｌ）と称してよい。
【００９６】
　ＬＣＤやＯＬＥＤを利用するディスプレイパネル１０１でリターダパターンを使うと、
光損失を最小限化することができる。なお、上述の実施形態では、奇数ラインおよび偶数
ラインが水平方向に伸長される横ラインであるとして図示および説明しているが、縦ライ
ンで実現されてよい。これらのラインは、均一に分布される。
【００９７】
　図９は、偏光スイッチ構成の一例を示す。
【００９８】
　同図によると、偏光スイッチは、二つの透明電極３５、３６、電光物質（ｅｌｅｃｔｒ
ｏ－ｏｐｔｉｃ　ｍｅｔｅｒｉａｌ）３７および透明基板３３、３４を含む。
【００９９】
　電光物質３７は、二つの透明電極３５、３６に配置される。液晶（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒ
ｙｓｔａｌ）が電光物質３７として使用されてよく、透明基板３３、３４は、電極３５、
３６および電光物質３７をシーリングする。液晶が使用された場合、透明電極３５、３６
に駆動電圧が印加されていないと、入射光の偏光方向は垂直に変更されて出射される。一
方、駆動電圧が印加されると、偏光方向が変わらずに、そのまま透過する。
【０１００】
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　図１０は、メガネの左眼フィルタにおける動作を説明するための図である。
【０１０１】
　同図によると、ディスプレイパネル１０１の奇数ライン（I、III、Ｖ、…）において第
１偏光方向の光（│マーク）が発散され、偶数ライン（II、IV、VI、…）において第２偏
光方向の光（●マーク）が発散される。
【０１０２】
　第１偏光器１０５は、設計によって、第１偏光方向の光および第２偏光方向の光のうち
、いずれか一方の光のみを透過させる。
【０１０３】
　図１０では、第２偏光方向の光を透過させる場合を示している。すなわち、第１偏光器
１０５では、II、IV、VIラインの光のみを透過させる。
【０１０４】
　第１偏光気１０５を透過した第２偏光方向の光は、第１偏光スイッチ１０７を透過しつ
つ第１偏光スイッチ１０７のスイッチング動作によって、偏光方向が維持されてよく、第
１偏光方向の光に変更されてよい。
【０１０５】
　第１偏光方向に変更された光は、第１複屈折部１０９を透過しつつ上方に屈折される。
第２偏光方向を維持する光は、第１複屈折部１０９をそのまま透過する。それにより、第
１および第２フレームがディスプレイされる間、左眼２０７にはフル解像度の左眼イメー
ジが認識されてよい。
【０１０６】
　制御部１１０は、第１偏光スイッチ１０７に接続された駆動電圧生成器２０４およびス
イッチ２０８を操作することができる。スイッチ２０８がオフされると、第１偏光スイッ
チ１０７は偏光方向を変形させ、スイッチ２０８がオンされると、第１偏光スイッチ１０
７は偏光方向を変形させない。
【０１０７】
　すなわち、図１０において、第１複屈折部１０９を透過する水平偏光光が正常光と仮定
すると、左眼イメージが偶数ラインに配置されたフレームＭがディスプレイされる間、ス
イッチ２０８がターンオンされる。視聴者は、II、VI、VIII、…ラインを視聴することが
できる。図１０において、II、VI、VIII、…ラインを通じて認識される光は厚い線で表示
している。
【０１０８】
　フレームＭが左眼イメージの奇数ラインを含む次のフレームＭ＋１に変更されると、そ
れに合わせてスイッチ２０８がターンオフされる。第１偏光スイッチ１０７は、光の水平
偏光を異常光に該当する垂直偏光に変更するようになる。異常光は、細い実線で表示され
ている。異常光は、第１複屈折部１０９によって屈折されて左眼２０７に認識される。
【０１０９】
　結果として、ディスプレイパネル１０１の偶数ラインのピクチャエリメントII、VI、VI
II、…のイメージが左眼２０７に認識されるようになる。
【０１１０】
　二つのフレーム周期の間に認識される左眼イメージは原本のイメージとほぼ同じになる
。リフレッシュレートが十分に大きいと、二つのインターレースフィールドは、フル解像
度を有する一つのイメージに認識される。従来のＮＴＳＣテレビの場合、６０Ｈｚのフィ
ールドリフレッシュレートでグラフィックコンテンツを伝達するため、各イメージライン
の実際のリフレッシュレートは３０Ｈｚとなる。このような場合、一部の人は、インター
レースされたイメージでフリッカを感じる可能性があるため、フィールド周波数は６０Ｈ
ｚより大きい値に設定されてよい。
【０１１１】
　図１１は、右眼フィルタの動作を示す図である。右眼フィルタは、第２偏光器１０４と
、第２偏光スイッチ１０６および第２複屈折部１０８を含む。結果的に、ディスプレイパ
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ネル１０１の奇数ラインI、III、Ｖ、…から発散される光のイメージが右眼２１７に認識
される。
【０１１２】
　第２偏光スイッチ１０６は、制御部１１０の制御に応じて制御し、偏光方向を維持また
は変形させる。第２複屈折部１０８は、左眼フィルタに設置された第１複屈折部１０９と
同様のデザインか、１８０度回転された状態であってよい。それにより、第１複屈折部１
０９が、上方屈折させると、第２複屈折部１０８は下方屈折させる。
【０１１３】
　動作について具体的に説明すると、偶数ラインII、VI、VIII、…から発散される光は第
２偏光器１０４によって遮断され、奇数ラインI、III、Ｖ、…から発散される光のみが第
２偏光スイッチ１０６に入射される。
【０１１４】
　フレームＭが表示される間、制御部１１０は第２偏光スイッチ１０６に接続されたスイ
ッチ２１８をターンオンさせる。それにより、駆動電圧生成器２１４で、第２偏光スイッ
チ１０６に駆動信号を印加される。駆動信号に応じて駆動された第２偏光スイッチ１０６
は、ディスプレイパネル１０１の奇数ラインI、III、Ｖ、…から発散された光の偏光方向
をそのまま維持する。第２偏光スイッチ１０６を透過した光は、第２複屈折部１０８によ
って下方に屈折される。フレームＭの間の光の軌跡は、厚い実線で示している。
【０１１５】
　フレームＭが右眼イメージの奇数ラインを含む次のフレームＭ＋１に変更されてディス
プレイされると、制御部１１０は、第２偏光スイッチ１０６に接続されたスイッチ２１８
にターンオフさせ、駆動信号を遮断する。それにより、第２偏光スイッチ１０６は、光の
偏光方向を変更する。偏光方向が変更された光は、そのまま第２複屈折部１０８を透過し
、右眼２１７に入射される。それにより、フレームＭ、Ｍ＋１が表示される間、フル解像
度の右眼イメージが右眼２１７に認識されるようになる。
【０１１６】
　以上の実施形態では、二つの偏光スイッチを使用するものとして説明したが、左眼およ
び右眼のいずれをもカバーする十分に大きい広さの一つの偏光スイッチを使用することも
できる。
【０１１７】
　図１２ないし図１５は、偏光スイッチの多様な構造例について示している。
【０１１８】
　図１２は、左眼グラスの構成要素および右眼グラスの構成要素が完全に分離された状態
を示す。図１２によると、第１偏光器１０５および第２偏光器１０４は、互いに分離され
た状態で並んで配置される。第１偏光器１０５は、横偏光方向の光を透過させ、第２偏光
器１０４は、縦偏光方向の光を透過させる。
【０１１９】
　第１および第２偏光器１０５、１０４には、各々第１および第２偏光スイッチ１０７、
１０６が配置され、その上側には第１および第２複屈折部１０９、１０８が配置される。
これらの構成も互いに分離された状態である。
【０１２０】
　これらを制御するためのスイッチ、駆動電圧生成器も個別に設けられ、各偏光スイッチ
１０７、１０６に接続されてよい。制御部１１０は、一つで設けられ、共通して制御する
こともでき、個別に設けられた個別制御を行うこともできる。
【０１２１】
　図１３は、共通偏光スイッチ１２０を使用する構造を示している。一つの共通偏光スイ
ッチ１２０を利用して、第１および第２偏光器１０５、１０４を通過する光の偏光方向を
各々維持または変更させてよい。
【０１２２】
　図１４は、一つの共通電極１２３および二つの個別電極１２１、１２２を具備した偏光
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スイッチを使用する構造を示している。
【０１２３】
　同図によると、個別電極１２１、１２２に個別的に駆動信号を供給してスイッチングさ
せることができる。各個別電極１２１、１２２は、左眼および右眼に対応する。
【０１２４】
　図１４の実施形態では、左眼クォータウェーブ板（または、フィルム）１２５と、右眼
クォータウェーブ板（または、フィルム）１２４が示されている。例えば、第１偏光方向
および第２偏光方向が左円偏光および右円偏光である場合に、これらの板１２５、１２４
は、円形偏光信号を線形偏光信号に変形するようになる。
【０１２５】
　図１２および図１３のメガネ構造でもこのような板で具備されてよい。このような板は
、第１および第２偏光器１０４、１０５の外部面に結合されるポリマー薄膜フィルムで実
現されてよい。クォータウェーブ板が適用されると、第１および第２偏光器１０５、１０
４は、ＬＣＤパネルの出力偏光に垂直になるように互いに並列で配置されてよい。クォー
タウェーブ板１２５、１２４が設けられると、左眼および右眼で、奇数ラインおよび偶数
ラインが適切に分離され認識されてよい。これらの板１２５、１２４は、リターダパター
ンの複屈折要素の複屈折現象を補償することもできる。
【０１２６】
　上述のような多様な構成要素が互いに組み合わせられたり、変更されてメガネに適用さ
れてよい。このような組み合わせ例は、ディスプレイ装置１００でフレームを多様な形態
で組み合わせるかに応じて、異なるように決定されてよい
　一方、ディスプレイ装置の偏光パターンも多様な形態で実現されてよい。
【０１２７】
　図１５ないし図１８は、偏光パターンの多様な例について示している。
【０１２８】
　このような偏光パターンは、ピクセル構造を定義するディスプレイセルの厚さがピクセ
ルピッチと比較し、厚いか否かに応じて多様に設計してよい。
【０１２９】
　図１５は、水平ライン方向に同じ偏光を有するように実現した水平偏光パターンを示す
。水平方向に同じ偏光方向を有するようになると、ピクセルの可視位置は上方または可能
にシフトされる。図１５の偏光パターンでは、視聴角（ｖｉｅｗｉｎｇ　ａｎｇｌｅ）が
更に広くなるという長所があった。
【０１３０】
　図１６は、垂直ライン方向に同じ偏光を有するように実現した垂直偏光パターンを示す
。垂直偏光パターンの場合、ピクセルの可視位置は、左方または右方にシフトされる。
【０１３１】
　図１７は、チェッカボード（ｃｈｅｃｋｅｒｂｏａｒｄ）構造の偏光パターンを示す。
チェッカボードパターンは、水平または垂直シフトメガネの両方と互換が可能である。チ
ェッカボード偏光パターンは、メガネを交替する必要がなく、ディスプレイを転換して風
景（ｌａｎｄｓｃａｐｅ）または肖像（ｐｏｒｔｒａｉｔ）の全てをディスプレイするの
に便利である。
【０１３２】
　図１８は、ダイヤモンド状のチェッカボード構造を示す。同図の偏光パターンはＤＬＰ
プロジェクションディスプレイのピクセル構造と互換が可能である。同図に示すように、
チェッカボードは、４５度回転された形状となる。よって、偏光方向も４５度回転された
状態となる。
【０１３３】
　一方、図１２ないし図１４では、イメージを構成するピクセルの可視位置が縦方向に上
方または下方にシフトされる構造を示しているが、シフトの方向および量はそれと異なる
ように決定されてよい。



(17) JP 5852124 B2 2016.2.3

10

20

30

40

50

【０１３４】
　図１９は、横方向にシフトが行われる構造を示し、図２０は、対角線方向にシフトが行
われる構造を示している。
【０１３５】
　すなわち、ディスプレイ装置１００の偏光パターンに応じて、メガネの偏光器、偏光ス
イッチ、複屈折部を回転させて適切に設計されると、図１９および図２０に示すように、
横方向および対角線方向にイメージシフトが行われてよい。
【０１３６】
　図２１ないし図２４は、本発明の多様な実施形態に係る複屈折部の構成を示す図である
。
【０１３７】
　図２１によると、複屈折物質からなる扁形並列板が複屈折部で実現されてよい。扁形並
列板は、入射される光を屈折させて透過光から並列にシフトされた平行光の形態で出射し
てよい。図２１では、第１偏光方向および第２偏光方向の光が同じ地点に入力するとして
も、Ｙ距離だけ離隔している平行光に各々出射される状態を示す。このようなタイプの複
屈折部は、ビームディスプレーサまたはビームシフトとしても知られている。複屈折物質
としては、方解石（ｃａｌｃｉｔｅ）、リチウムニオブ酸塩（ａ　Ｌｉｔｈｉｕｍ　Ｎｉ
ｏｂａｔｅ）、石英（ｑｕａｒｔｚ）、サファイア（ｓａｐｐｈｉｒｅ）、イットリウム
バナジウム酸塩（ｙｔｔｒｉｕｍ　ｖａｎａｄａｔｅ）等のような物質が使用されてよい
。
【０１３８】
　扁形並列板の厚さＸは、適切に設定して所望のＹ値が得られるようにすることができる
。例えば、ＬＣＤパネルのピクセルピッチが０.３ｍｍであり、リターダパターンのピッ
チが０.６ｍｍであり、平行光間の距離を０.３ｍｍに合わせようとする場合を仮定する。
複屈折板が方解石で作られた場合、シフト距離、すなわち、変位を最大化させるために、
方解石の入射面と出射面とが傾くように作ることができる。具体的には、方解石の光軸か
ら４８度傾いた表面を有するように設計することができる。方解石の場合、板の厚さの水
平オフセットに関連する変位ファクタ（ｄｉｓｐｌａｃｅｍｅｎｔ　ｆａｃｔｏｒ）は略
０.１１である。それは、板の厚さが０.３／０.１１＝２.７ｍｍ程度になると、０.３ｍ
ｍの光学シフト効果を得ることができることを意味する。
【０１３９】
　別の実施形態によると、可視位置を並列にシフトさせることができるようにするために
、二つ以上のウェッジ（ｗｅｄｇｅｓ）を使用してよい。これらのウェッジのうち、少な
くとも二つは、複屈折物質からなる。ウェッジを組み合わせた実施形態は、図２２、２３
、２４に示している。
【０１４０】
　図２２においては、二つの複屈折ウェッジが使用される。複屈折ウェッジは、入射光の
方向を偏光に基づいて変化させる。両ウェッジは、同じ複屈折物質２１１、２２２で作ら
れ、同じ角度を有する。両ウェッジ２１１、２２２は、スペーサ２２３によって互いに一
定の距離だけ離隔される。ウェッジ２２１、２２２の間のギャップ２２５は、エア（ａｉ
ｒ）であってよく、透明等方性物質（ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　ｉｓｏｔｒｏｐｉｃ　ｍ
ａｔｅｒｉａｌ）で埋め込まれてよい。
【０１４１】
　これらの複屈折光学エリメントは、第１および第２偏光方向の光の全てを屈折させるが
、屈折の度合いが異なるため、互いにＹ距離だけ離隔された平行光形態で出射される。
【０１４２】
　このようなシフトの実現が困難な場合、二つのロションプリズム（Ｒｏｃｈｏｎ　ｐｒ
ｉｓｍ）を使用することもできる。ロションプリズムとは、２つのプリズムを光軸が互い
直角となるように、ペアにして相接したものを意味する。
【０１４３】
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　図２３は、ロションプリズムを使用する構造を示す。
【０１４４】
　同図によると、各ロションプリズムは、二つのウェッジ２２１、２２４の組み合わせで
構成される。両ウェッジ２２１、２２４は、互いに異なる光軸を有する複屈折物質で構成
される。両ロションプリズムは、スペーサ２２５によって互いに離隔され、両ロションプ
リズムの間のギャップは、エアまたは透明等方性物質で埋め込まれてよい。
【０１４５】
　図２４は、二つのフレネルプリズム（ｆｒｅｓｎｅｌ　ｐｒｉｓｍ）２２６を使用する
構造を示している。フレネルプリズム２２６も、スペーサ２２３によって一定距離だけ離
隔され、その間のギャップには、エアまたは透明等方性物質が埋められてよい。
【０１４６】
　別の実施形態によると、図２３のロションプリズムは、ウォラストンプリズム（ｗｏｌ
ｌａｓｔｏｎ　ｐｒｉｓｍ）に置き換えられてよい。
【０１４７】
　図２５は、ウォラストンプリズムを使用する複屈折部の構成を示している。
【０１４８】
　同図によると、ウォラストンプリズムは対向する二つのウェッジ２３２、２３３で構成
される。ウォラストンプリズムは、スペーサ２２３によって互いに離隔され、その間のギ
ャップは、エアまたは透明等方性物質で埋められてよい。ウォラストンプリズムの各ウェ
ッジは、複屈折物質からなり、互いに異なる変更方向の２つの光を互いに反対の方向に屈
折させる。
【０１４９】
　上述の様々な実施形態は、光を屈折させてピクセルの可視位置を平行にシフトさせるよ
うになるが、必ずしもこのような構成に限定されるものではない。すなわち、ビジュアル
イメージの角度をシフトさせる方式で実現されてよい。ロションプリズムが適用された場
合、適切な角度で光が屈折されて所望の可視位置にシフトされるように実現してよい。
【０１５０】
　図２６は、図１０で説明したシステムで複屈折部を別の構成に置き換えた場合を示す。
具体的には、図２６のシステムでは、ロションプリズムを使用する複屈折部２３０が適用
される。
【０１５１】
　ロションプリズム２３０を使用するようになると、左側距離Ｌおよび屈折角度ψに応じ
てピクセルの可視位置が異なってくる。すなわち、ロションプリズム２３０は、Ｌおよび
ψに比例してイメージの可視位置をシフトさせる。屈折角ψは、Ｙ／Ｌの関係から得るこ
とができる。例えば、Ｌ＝１０００ｍｍ、要求されるシフト距離が０.３ｍｍであれば、
屈折角ψは１.０６（ａｎｇｕｌａｒ　ｍｉｎｕｔｅ）で計算される。このような各変位
は、あまりにも小さく、ロションプリズムは二つの薄い複屈折ウェッジの組み合わせに見
られ得る。
【０１５２】
　垂直ピッチが知られていない任意のディスプレイ装置に対してメガネが使用される場合
、イメージシフトは観測距離に応じて異なる。通常、ディスプレイ画面上のイメージを視
聴する最適距離は、一つのイメージラインの角（ａｎｇｕｌａｒ　ｈｅｉｇｈｔ）が０.
５ないし１［ａｎｇｕｌａｒ　ｍｉｎｕｔｅ］を超過しない距離である。このような距離
から視聴者は最大のスクリーン解像度を楽しむことができる。よって、複屈折メガネが０
.５ないし１［ａｎｇｕｌａｒ　ｍｉｎｕｔｅ］だけイメージラインをシフトさせるとし
たら、ピクセルピッチによらず、スクリーンからの最適の距離から立体イメージを視聴す
ることができる。１［ａｎｇｕｌａｒ　ｍｉｎｕｔｅ］以下のロションプリズムは極めて
薄く作られる。よって、複屈折ポリマーがプリズム製造物質として使用されてよい。例え
ば、液晶重合物（Ｐｏｌｙｍｅｒｉｚｅｄ　ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ）が使用され
てよい。
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【０１５３】
　一方、別の複屈折プリズムであるウォラストンプリズムが使用されてよい。
【０１５４】
　図２７および図２８は、ロションプリズムとウォラストンプリズムとの相違点を説明す
るための図である。図２７によると、ウォラストンプリズム２４０は偏光方向が異なる二
つの光を互いに異なる方向に屈折させる。
【０１５５】
　一方、図２８に示すロションプリズム２４１は、一つの光（すなわち、│マーク）は屈
折させずにそのまま透過させ、もう一方の偏光方向の光（●マーク）は屈折させる。
【０１５６】
　図２９は、複屈折部の別の構成例を示す図である。
【０１５７】
　同図によると、複屈折部は液晶２４５と、二つの透明基板２４６、２４７および電極端
子２４８、２４９を含む。
【０１５８】
　液晶２４５は、二つの透明基板２４６、２４７の間に配置されるウェッジで実現されて
よい。二つの透明基板２４６、２４７はＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）の
ような透明導電層（ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　ｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ　ｌａｙｅｒ）から
なってよい。基板のうちの一つ２４７は、ウェッジの形態で実現され、液晶の屈折面を補
償することができる。このような基板２４７は、液晶の屈折率（ｒｅｆｒａｃｔｉｖｅ　
ｉｎｄｅｘ）と類似する屈折率を有するグラス材質で作られてよい。このような複屈折要
素の屈折角は、電極端子２４８、２４９の間に印加される電圧によって制御されてよい。
【０１５９】
　以上のように、本発明の多様な実施形態によると、偏光スイッチと複屈折部とを用いて
、ライン間の干渉を軽減しつつ、原解像度の立体イメージを視聴することができるように
なる。
【０１６０】
　本発明の一実施形態に係るディスプレイ方法は、ディスプレイステップとメガネ制御ス
テップとを含んでよい。
【０１６１】
　ディスプレイステップにおいて、ディスプレイ装置１００は左眼イメージのピクセルグ
ループおよび右眼イメージのピクセルグループが交互に配置された第１フレームおよび第
２フレームを生成し、順次にディスプレイする。
【０１６２】
　メガネ制御ステップにおいて、メガネ２００は、第１および第２フレームの各々に含ま
れた左眼イメージのピクセルグループの光が左眼に認識され、第１および第２フレームの
各々に含まれた右眼イメージのピクセルグループの光が右眼に認識されるように、ディス
プレイ装置１００のディスプレイタイミングに同期して偏光スイッチを適切に制御する。
制御によって偏光方向が調整され、その偏光方向に応じて屈折状態が調整されると、結果
的に、ユーザの左眼および右眼にはフル解像度の左眼イメージおよび右眼イメージが各々
認識されてよい。
【０１６３】
　このような方法に対する具体的な方法は、上述の様々な実施形態に対する説明と同様で
あるため、繰り返し説明は省略する。更に、フローチャートに対する図示も省略する。
【０１６４】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明は以上の実施形態に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を
有する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的趣旨の範疇内において、各種の変
更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の
技術的範囲に属するものと了解される。
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